
農林水産省 大臣官房長賞
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[お店のᴫせ]

1974 年、現代⾲の∗である上⏣ஂ和Ặが地域特産品である「きんこ芋」の行商で㒔

ᕷ㒊の࠾客ᵝに႐ࡤれ、⮬ら製㐀を始めた。⏑⸱㸦㞙人芋㸧を⮬♫᱂培࣭ጤク᱂培で生

産し、「きんこ芋」に加工。ῧ加物を⏝いないことからὶ㏻製品にすることが㞴しく、

開発に 6 年の歳月を㈝やし᏶ᡂさせ、ᕷሙにὶ㏻させることをᡂຌさせた。

現代⾲は次⏨であるᆂభẶ。⮬㌟のክであったࣂンࢻ活ືをྔえさせてくれた親へ

のឤㅰから体へ㈇ᢸの大きい㎰作業の手伝いを開始し、2016 年に事業を姉ᘵで承継し

ἲ人໬した。

6 次産業໬ㄆᐃをཷࡅ、「きんこ芋」の製㐀タഛをᩚഛし直売ᡤをタ❧しᑠ売り事業

ᰴᘧ఍♫ୖ⏣ၟ店 Ⱎᕤ房ࡇࢇࡁ- ୖ⏣ၟ店-

ఏ⤫ࡇࢇࡁࠕⰞࠖࢆ⮬♫⏕産࣭ຍᕤ࣭ὶ㏻ࢆᐇ⌧㸟

᭦࡟᪂࡛ࢶ࣮࢖ࢫᆅᇦ࡟ヰ㢟ࡍࡽࡓࡶࢆఏ⤫ࡄ⥅ࡅཷࢆお店

[оಅ࠰] 2016 ঺࠯)࠰ 28 (࠰

[ᆢ᩿ئ٥] 12.0 ɜ(3᳹6 (״

[ʙಅࢼʙ者ૠ] 5.5 人

[փಅ଺間] (ଐ࠯)10:00᳸16:00

     9:30᳸16:00(土ଐᅔ)

[ଐ˞ܭ] なし

[ՠ品ನ঺]

ȷきんこ芋   45.8%

ȷきんこ芋スイーツ 43.0%

ȷカフǧ 11.2%

[ענᑄ৑ࡃ] ɤ᣻Ⴤ志摩市᧺δထܤʈ 794

[URLȷSNS] https://kinkoimo.com/

[ኺփྸࣞ]

ĬӞきᑣきˡወ૨҄žきんこ芋ſをܣり、ࢸɭǁとࡽきዒいで行Ƙこと。

ĭऴѬや࿢ؾにӳǘƤたஇᑣのဃ産方ඥを೉ኧしᆢಊ的にݰλƢること。

Į࠼Ƙऴإӓᨼを行って、଺ˊのȋーズにӳǘƤたૼՠ品᧏ႆをᆢಊ的に行うʙ。

įӕりኵǈϋܾやՠ品をࠢ࠼Ƙႆ̮してע؏の᭽щをμ׎に PR しዓƚるʙ。

こǕǒをȢッȈーにし、Ӟきᑣきˡወ૨҄をዒ১し、ૼたな風をឪこしている。

             

農林水産省 大臣官房長賞

―菓子－

を拡大させた。

2019 年には直売店舗を安乗埼園地内へ移転させ、観光客の呼び込みに力を入れてい

る。「きんこ芋」という地域の食の伝統を守りながら、現代の好まれるスイーツを提案

し、伝統と革新を融合させ、多くのテレビや雑誌に取り上げられている。

[お店の経営ノウハウ]

「きんこ芋」は伊勢志摩の特産品であり、

地域で使われてきた干し芋の呼び名であ

る。先代が製品として 6 年の歳月を経て作

り上げてきた努力と、その子供たちが事業

を承継するまでの物語をホームページを始

め、各種媒体で積極的に発信している。親

子の間で子供が抱く素直な思いを伝え、物

語を知った人たちの記憶に残している。事

業に直接関係のない経験であっても、事業

に至るストーリーは商品を生み出す説得力を

高めるものになっている。

先代が培ってきた「きんこ芋」を更に現代風

にアレンジしたスイーツを開発し提案している。

干し芋は高齢者のイメージがあるが、それを脱

却し、和菓子や洋菓子などへ二次加工して、ロ

ールケーキや干し芋チョコ等開発している。「少

量で使いたい」というニーズから半分の内容量

にしたり、「干し芋は歯に引っ付くから苦手」等

の声から干し芋チップスも開発。元パティシエ

である姉の強みも活かした商品開発を行う。
上
：
芋
蜜
と
干
し
芋
を
た
っ
ぷ
り
使
っ
た

風
味
豊
か
な
き
ん
こ
芋
ス
イ
ー
ツ
。

志摩市特産品、隼人芋で作る煮切干し芋『きんこ芋』。

しっとりとした和菓子のような食感と優しい甘味に

加え、βカロテンのフルーティーな風味が特徴的

左：軽食や間食にピッタリなきんこ芋の少量サイズ。旅行者のお土産としても好評！

右：干し芋が苦手な方にも大好評。軽い食感と香ばしい香りでお酒にもピッタリな干し芋チップス。
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